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事務所  銚子市三軒町19-4 
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電 話  0479-23-0750 

ファクス 0479-25-8789 

E‐mail  rotary@choshinet.or.jp 

URL http://www.tcs-net.ne.jp/~crc   

2017-2018年度 ＲＩテーマ 

ロータリー：変化をもたらす 

ROTARY:MAKING A DIFFERENCE 
2017-2018ＲＩ会長 イアンH.S.ライズリー 

 

国際ロータリー第2790地区 

銚子ロータリークラブ会報 

第２７９０地区 

ガバナー 寺嶋 哲生 (柏ＲＣ)  

広報・会報委員会   委員長 副島 賢治 

副委員長 遠山 靖士 委 員 大岩 將道 

  
 
 

今週のプログラム 

「ロータリー財団月間に因んで」  

地区財団委員会 

財団資金・推進管理委員会 

大野 雅章 様（千葉ＲＣ） 

 

前回例会報告（１１月１５日） 

点 鐘：松本 恭一会長 

ロータリーソング：それでこそロータリー 

四つのテスト唱和 

 

 

 

 

 

 

 
ソングリーダー    佐藤直子副ＳＡＡ 

寺内忠正会員 

 

ビジター紹介： 

千葉科学大学 危機管理学部  

危機管理システム学科 教授 藤本一雄様 

(卓話者) 

会長挨拶 

本日１１月１５日は七五三です。年代からいっ

て、お子様ではなくお孫さんが七五三だという方

はいらっしゃるかと思います。このような日本古

来の伝統行事は、これからどんな時代になっても

残していきたいものです。 

 本日は、千葉科学大学藤本教授がお見えです。

後ほど卓話をお願いいたしますが、日本の大学の

これからは本当に経営が大変なのか、自分なりに

調べてみましたのでお話させていただきます。結

論は「日本の大学は成長産業である」ということ

になりました。 

 まず１８歳人口と４年生大学への進学率を見れ

ば市場がわかります。 

１８歳人口       ４大への進学率 

１９６６年  ２４９万人 １２％  ＊団塊の世代 

（１０年後）       （△３８％）    

１９７６年  １５４万人 ２７％  ＊１８歳人口減少の底 

（１６年後）       （＋３３％） 

１９９２年  ２０５万人 ２６％  ＊団塊ジュニア世代 

（１７年後）       （△４１％） 

２００９年  １２１万人 ５０％  ＊初めて進学率５０％ 

ここからしばらく横ばい 

２０１８年  １１７万人      ＊大学の２０１８年問題 

 １８歳人口が減少した局面では進学率の上昇で

十分カバーできています。そして２０１８年から

は本格的に１８歳人口減少期に入り進学率もこれ

以上上昇しなくなるといわれ、おまけに大学数も

増えた、いわゆる大学の２０１８年問題が叫ばれ

ています。 
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 ところが外国と比べどうでしょう。 

① 日本は、大学＋短大進学率がまだまだ低いこと。

豪州９４％、韓国７１％、米国７０％、英国６

１％、日本５６％（２００９年文科省） 

② 日本は、２５歳以上の入学者割合が極端に低い

こと。OECD 平均で２０％位、豪州２６％、

米国２２％、韓国１８％、ドイツ１５％、日本

２％（同） 

③ 発展途上国の進学率が今後上昇すること。中国

は現在進学率１７％しかない。世界的には大学

不足になるのではないか。 

我々は、若者の数が減り逆に大学数は増え、ま

た親の授業料等の負担も大変な状況で、大学の経

営は今後困難になると何となく思っています。し

かし、民間企業のように大学間の健全な競争は必

要ですが、この①②③を克服できれば、まだまだ

成長産業として有り続けられると思いますが、い

かがでしょうか。 

幹 事 報 告 
【週報拝受】小見川ＲＣ 

1. ﾄﾛﾝﾄ国際大会のご案内 

2. 地区大会記念ゴルフ追加

募集受付 

…ガバナー事務所 

3. 創立 20周年記念式典・祝賀会のご案内 

…千葉北ＲＣ 

4. 地区 RACフットサル交流会・懇親会のご案内 

…地区ＲＡＣ委員会 

5. ハイライトよねやま２１２ 

…公益財団法人ロータリー米山記念奨学会 
【例会変更】 

波崎ＲＣ 

11月 23日(木)休会 例会場使用できないため 

会員の記念日   

☆誕生日おめでとうございます。 

松本 恭一会長 

(11月 9日) 

櫻井 公恵会員 

(11月 9日) 

 

 

☆入会記念日  

石毛 英俊会員（11月 9日） 

加瀬 貞治会員（11月 13日) 

☆創業記念日  

髙木 浩一会員（11月 12日） 

猿田 正城会員（11月 15日） 

 

ニコニコＢＯＸ  

✧大ニコニコ 松本 恭一会長 

社会人２年目の息子より還暦

祝いをもらいました。うれしか

ったです。 

 

 

✧丸山 泰典会員 

１１月４日、皆さんのご協力の

おかげで無事千葉科学大学ロ

ーターアクト１０周年を執り

行う事が出来ました！！あり

がとうございました。 

 

卓  話 

「銚子の偉人 濱口 梧陵」  

千葉科学大学 危機管理学部  

危機管理システム学科 教授 藤本 一雄様 

濱口梧陵は、1820年、紀州の広村（現在の和

歌山県広川町）で生まれました。濱口家は、1645

年から江戸と銚子で醤油醸造業を営み、現在も

銚子に本社がある「ヤマサ醤油」として経営を

続けています。梧陵は、実業家として偉大なだ

けでなく、防災・防疫・防衛の面でも優れた功

績をあげた人物です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

《防災について》 

梧陵が広村に戻っていた 1854 年 12 月、安政

東海地震が発生し、大きな揺れが広村を襲いま

島田直前会長から 

誕生記念品贈呈 
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した。梧陵と村人たちは、津波を警戒して広八

幡神社に避難して、一夜を明かしました。翌日、

安政南海地震の大きな揺れが広村を再び襲いま

した。梧陵は、津波の襲来を予見して、村の人々

に逃げるように伝えていたところ、津波に襲わ

れて半身を波にさらわれながら、かろうじて広

八幡神社まで退きました。日が暮れて暗くなる

と、梧陵は、崇義団（後述）の青年達とともに、

逃げ遅れた人々の捜索に出かけました。逃げる

人たちの目印にと稲わらに火をつけて、人々を

高台へと導きました。この話は、津波防災の分

野では「稲むらの火」としてとても有名です。 

梧陵は、津波から避難した後、炊き出しや被災

者用の小屋の建設、農耕具・漁具の配給などの

救済事業に取り組むとともに、津波を防ぐため

の堤防建設に取り組むことを決意しました。堤

防の建設は 1855年から開始されました。その建

設費用は、梧陵がすべて負担すると紀州藩に申

し出ていましたが、1855 年の安政江戸地震によ

り江戸の店舗が大損害を蒙ったため、建設資金

の調達が困難となりました。しかし、広村の出

身者が多い銚子の店では、過去最高の生産高を

達成して、合計で約 2,000 両を広村に送金しま

した。その結果、1858年に広村堤防は完成しま

した。この堤防は、その後、1944 年の昭和東南

海地震や1946年の昭和南海地震の津波に対して

効果を発揮しました。 

《防疫について》  

江戸時代は、天然痘やコレラなどの感染症が

流行していました。わが国での天然痘の流行は、

江戸時代までは、数十年の間隔で大流行がおこ

ったが、江戸時代になると、毎年のように流行

するようになっていた。長崎で蘭方医学を学ん

だ三宅艮斎は、梧陵の勧めで 1841年に銚子で開

業しました。その後、1844 年、艮斎は佐倉藩医

となって銚子を去ったものの、梧陵との親交は

続きました。1858年、天然痘の予防・治療を目

的として、江戸在住の蘭方医 83名が資金（計約

580両）を出し合って「お玉ヶ池種痘所」を開設

しました。しかし、同年 11月、付近で発生した

火災により種痘所は全焼した。三宅艮斎から種

痘所再建の窮状を相談された梧陵は、300両を寄

付しました。そのお蔭で 1859年に種痘所は再建

され、その後、「西洋医学所」「医学校」「東京医

学校」などと改称をして、現在の「東京大学医

学部」に至っています。 

1858 年、コレラが全国的に流行し、江戸だけで

2万人の死者が出ました。このとき江戸にいた梧

陵は、銚子の関寛斎に手紙を送りました。関寛

斎は、1856年から銚子で開業していた蘭方医で、

梧陵に認められ、三宅艮斎以上に親身の援助を

受けていました。その手紙の内容は、江戸で大

流行しているコレラは、近いうち銚子にも広が

ると考えられるので、コレラの予防法・治療法

を学ぶため、関寛斎に江戸に来るようにという

ものでした。江戸に来た関寛斎は、梧陵から紹

介された蘭方医の林洞海と三宅艮斎から治療

法・予防法を学び、薬品・書籍を購入して銚子

に戻りました。そのとき銚子でもコレラが流行

りつつありましたが、関寛斎の防疫治療により

被害を最小限に食い止めることができました。 

《防衛について》  

江戸時代のわが国は、鎖国政策によって平和

な時代を過ごしていました。しかし、18 世紀末

から日本の近海に異国船が頻繁に現れるように

なり、欧米列強による植民地化に対する危機意

識が次第に高まっていました。梧陵は、1851年、

異国船から広村を守るため、村内の成年男子を

集めて「広村崇義団」を結成しました。この当

時の梧陵は、やや攘夷的な思想でした。その後、

佐久間象山や勝海舟らとの交友を通じて、攘夷

論から開国論へと変わりました。開国するため

には教育による人材育成を先決すべきとの考え

から、1852年、村内の青年たちへの教育事業と

して「広村稽古場」を開所しました。また、1853

年に黒船が来航したときには、鎖国政策の中、

海外渡航を熱望したものの断念しました。1859

年、勝海舟に咸臨丸への同乗を誘われましたが

断念しています。1866年、広村稽古場は耐久社

へと改称され、これが現在の和歌山県立耐久高

等学校、広川町立耐久中学校に至っています。

また、1869年、紀州藩の大広間席学習館知事に

なりました。 

以上で述べた通り、濱口梧陵は、防災面での「安

政南海地震の津波からの避難誘導」と「広村堤

防の建設」だけでなく、防疫面では「銚子での

コレラ防疫」と「お玉ヶ池種痘所の再建への寄

付」、防衛面では「広村崇義団の結成」と「広村

稽古場の設立などを通じた教育事業」に取り組

んでおり、これらの面でも先駆的かつ卓越した

功績をあげていたことを確認できた。 

これらを踏まえて、濱口梧陵の防災・防疫・防

衛面での功績が、1)低頻度・巨大損失事象の体

験・教訓の伝承、2)リスクマネジメントとクラ

イシスマネジメント、3)自助・共助・公助の点

において危機管理教育における有効な教材とな

りうることを述べた。 
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次週のプログラム（１１月２９日） 

「千葉科学大学ローターアクトクラブ 

10周年」  

髙木 浩一ローターアクト委員長 

 

 

お弁当：桔梗屋（幕の内） 

 

 

 

 

 

 

【出席報告】 

会員総数４０名 出席計算３５名  

出 席：２６名 欠 席： ９名  

出席率 ７４．２９％ 

欠席：青野君・木曽君・神津君・丸山君 

永澤君・櫻井(公)君・富永君・鈴木君 

高橋宏明君 

【Ｍ Ｕ】  

11/12アクターズミーティング 丸山君 

11/19第 7分区Ｒ情報研修会 （14名） 

石毛充君・金島君・上総君・神津君・小林君 

松本君・宮内(龍)君・大里君・櫻井(公)君 

島田君・髙木君・高橋君・高瀬君・寺内君 

11/21銚子東 RC 金島君 

 

【ニコニコ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

第7分区ロータリー情報研修会 

１１月１９日(日)旭市商工会館で開催されました。 
 

テーマ 

『皆様は、ロータリークラブに 

どの様な魅力を感じていますか？』 

『ロータリアンであることを 

誇りにしよう』 

 

 
テーブルリーダー 

高橋会員  

石毛会員 

 

 

 

 

 

 

ニコニコ BOX ￥ 18,000 計 ￥267,250 

スモールコイン ￥  2,100 計 ￥ 24,816 

米山 BOX ￥ ― 計 ￥ 24,113  

希望の風 ￥ ―  計 ￥132,100 

１２月例会プログラム 

12 月６日 年次総会 

「疾病予防と治療月間に因んで」  

高橋 宏資会員 

13 日「ちょうしがよくなるクラブの活動に

ついて」 

NPO 法人ちょうしがよくなるくらぶ 

ﾄﾗﾍﾞﾙ＆ｽﾎﾟｰﾂｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ亀野陽太郎様 

20 日 夜間移動例会クリスマス家族親睦会 

大陽の里 点鐘 18 時 

沢山のご参加お待ちしております 

親睦活動委員会 

27 日 定款により休会（年末） 

 

 

 

 

主催者挨拶中村ＡＧ 

広報・会報委員長 副島賢治 

11/2～11/12 の日程で第 43 回社会人野

球日本選手権が開催されました。NTT 東

日本野球部は 6 大会ぶりに準決勝に進出

し、トヨタ自動車と対戦しましたが、0-2

で惜敗し 18 大会ぶりの決勝進出はなりま

せんでした。（トヨタ自動車は決勝でも日

本生命を 3-1 で下し優勝）それでも今年は

7 月の都市対抗野球大会で 36 年ぶり 2 回

目の優勝を遂げるなど、我々社員を大いに

盛り上げてくれました。 

NTT 東日本野球部からは、10/26 のプロ

野球ドラフト会議で 3 選手が指名を受け

ました。 

西村天裕投手 

（北海道日本ハムファイターズ 2 位） 

福田周平内野手 

（オリックス・バファローズ 3 位） 

渡邉啓太投手 

（千葉ロッテマリーンズ 5 位） 

3 選手には、プロ野球の舞台でも活躍して

くれることを期待しています。皆様にも応

援よろしくお願いいたします。 

 

会報寄稿のお願い 

会員の投稿を募集いたします。 

ジャンルは問いません、400～600 字で

下記宛てにお寄せ下さい！！ 

銚子ロータリークラブ 

広報・会報委員会委員長 副島賢治 

Fax ０４７９－２５－８７８９ 

E-mail <rotary@choshinet.or.jp> 


